
基本方針

ウ．河川環境の整備と保全
天塩川を特徴づけるテッシの保全、天塩川らしい景観を構成する河畔
林の連続性の確保、サケ・マスを始めとする魚類等の生息環境の保全、
中下流部に点在する旧川の水質改善に努め、生物・水環境等の定期的
な調査により、その実態を的確に把握し、治水面・利水面との調和を図
る。

サロベツ原野については、動植物の生息生育環境と地下水、河川、湖
沼等の水環境の保全を図る。そのため、動植物の生息生育環境と密接
な関わりを持つ水循環を調査し、その解明に努める。また、保全にあたっ
ては、地域の産業に配慮しつつ、地域住民、関係機関等と連携を図る。

天塩川が持つ歴史、文化を踏まえ、関係自治体等と調整して、天塩川
の良好な河川環境を生かし、人々が川と触れ合い親しむ水辺空間を整
備する。また、カヌー等の河川利用による、天塩川を軸とした縦断的な
地域連携の支援を図る。

天塩川流域全体の健全な水循環系の構築や良好な水質の保全等を図
るため、流域の水利用の合理化、下水道整備等を関係機関や地域住民
と連携しながら流域一体となって取り組んでいく。
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